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宅介護
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主な活動団体とその取組内容

〇粕谷区民センター運営協議会　夏休み夕涼み会、文化祭、センター子どもまつり、学
習・体験講座、講演会など
〇トライアングルフェスタ　青少年地区委員会を中心に各種地域活動団体で作るフィー
ルドフェスティバル実行委員会、ぱる児童館の利用者・支援者からなるぱるランド実行
委員会、上智大学留学生会館の三者が合同でおまつりを開催。毎年11月に祖師谷公園で
開催。来場者約8千人。
〇ココロンの会　ココロンのつどい、秋晴れコンサート（高齢者向けイベントの開催）
〇上祖師谷郷土研究会、蘆花の来た道ウォーキング実行委員会　区民向けイベントの開
催や地区イベント等へ出店参加。
〇アクションチーム　令和5年度より地区内にて1団体が活動中。

障害相談支援機関・相談支援事業所
６５歳以下の障害者等の相談先→ぽーと烏山（南烏山）
障害者の就労支援、家計相談→ぷらっとホーム（太子堂）
ひきこもり支援→リンク（太子堂）メルクマール世田谷（太子堂）

医
療

医療機関、訪問看護等

〇急性期の病気治療は遠方の大学病院等に通うものの、健康診断やちょっとした病気、慢性的な病気については近くのかかりつけ医に通う方が多い。
〇かかりつけ医は下記の地区のクリニック等のほか、成城学園、仙川や千歳烏山駅周辺のクリニックを受診している。
〇受診しずらくなった方が、訪問診療へ切り替えることが増えている。
〇入退院時に病院の医療ソーシャルワーカーとあんしんすこやかセンターが連携して入退院支援を行っている。

入院のできる病院→至誠会第二病院　（総合内科、産婦人科、外科、整形外科、眼科、脳神経外科、麻酔科、泌尿器科、放射線科　）
医院・クリニック→ひらくクリニック、恵泉クリニック、上祖師谷クリニック、上祖師谷かたらいクリニック、大賀クリニック、香川内科クリニック、田村クリニック、芦花公園クリニック、東京ハートリズムクリニック、塩島内
科
訪問診療→恵泉クリニック、一生堂クリニック、世田谷ホームケアクリニック
外　科　→森整形外科
歯　科　→清水歯科、ファミリエデンタルクリニック、歯科渡辺医院、やの歯科、石川歯科医院、高尾歯科医院、クローバー歯科クリニック、えばた歯科クリニック
皮膚科　→おくだ医院、上祖師谷クリニック
訪問看護（上祖師谷地区）→訪問看護ファミリーホスピス成城、訪問看護リハビリステーション東京敬寿園、和楽訪問看護ステーション（精神科）
　　　　（粕谷地区）　　→訪問看護ステーション芦花、SHC訪問看護ステーション、LE訪問看護ステーション千歳烏山
薬局　→ミキ薬局、薬局わかば、ミスト薬局、ゆうあい薬局、タカノ薬局、粕谷薬局、さくら薬局

生
活
支
援
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ステイ
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者向け住
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ム

障害者・児　通所系・共同生活介護等
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支援サー
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地
域
活
動

町会・自
治会数

会員世帯
数

サロン等登録団体数

地域包括ケアの地区展開　　令和６年度 上祖師谷 地区アセスメント

人
口

面積
(ｋ㎡)

人口
(人)

人口
密度
(人/ｋ㎡)

高齢者人
口(人)

高齢化率
(％)

年少人口
(人)

障害者手帳保持者 障害サービス受給者

傾向

〇人口規模は全28地区中13番目。この20年間で人口＋25.3％、世帯数＋30.3％、10年間で人口＋10％、世帯数＋14.4％の増加で区全体の増加率より高い。特に粕谷の人口が増えている（20年間で粕谷＋44.9％、上祖師谷＋
14.8％）。
〇年代別人口は、どの年代も増えていて、この20年間で０～14歳は＋29.1％、15～64歳は＋19.5％、65歳以上は＋46.5%。65歳以上の占める割合は、20年前の16.9%から19.7%に増加。
〇平均世帯人数は、20年前との比較でわずかに減少しているが（2.10人⇒2.02人）、区全体の1.84人より多い。

高齢者がいる 介護保険
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子ども食堂→さんゆう食堂、Café　T-labこども食堂夕食会
産後ケア事業→至誠会第二病院

そ
の
他
支
援

その他の支援機関など（例：就労支援など）

就労・家計相談が必要な場合のつなぎ先→ぷらっとホーム世田谷（太子堂）
日常的な金銭管理が必要な場合のつなぎ先→社会福祉協議会のあんしん事業（南烏山）
判断能力の低下により財産・身上管理が必要な場合のつなぎ先→社会福祉協議会成年後見センターえみぃ（成城）
65歳以下の精神疾患のある方などのつなぎ先→ぽーと烏山（南烏山）
仕事を探している方の支援→シルバー人材センター（宮坂）三茶お仕事カフェ（三軒茶屋）
ボランティアをなさりたい方、探している方→烏山ボランティアセンター、社会福祉協議会上祖師谷地区事務局

公
共
施
設

図書舘 粕谷図書館

地区会館、区民集会所など 粕谷区民センター、上祖師谷地区会館、上祖師谷一丁目区民集会所

子どもに関するその他の事項

子
ど
も
・
教
育

児童館 上祖師谷ぱる児童館、粕谷児童館

その他、児童施設 各小学校内にある新ＢＯＰ（学童クラブと遊び場）、ベネッセ学童クラブ芦花公園

おでかけひろば ぶらんこ粕谷、おひさまひろば(祖師谷保育園内)

地区内に所在する小学校または関係の
ある小学校

芦花小学校、塚戸小学校（学区域内）、千歳小学校（学区域内）、烏山小学校（学区域内）

地区内に所在する高校・大学等または
関係のある高校・大学等

都立芦花高校、至誠会看護専門学校

保育施設 上祖師谷保育園、上祖師谷南保育園、八幡山保育園、祖師谷保育園、祖師谷保育園分園、"Cha Cha Children
Soshigayakoen"、"Cha Cha Children Soshigayakoen Park side"、ピノキオ幼児舎芦花保育園、芦花幼稚園、芦花の丘かた
るぱ保育園、芦花ゆりかご保育園

地区内に所在する中学校または関係の
ある中学校

芦花中学校、上祖師谷中学校、千歳中学校（学区域内）
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〇祖師谷公園、蘆花恒春園と大規模な公園があり、人々の憩いの場や様々な地域イベントの会場となっている他、民有地の竹林が公開される等みどりのある環境が
保全されている。
〇仙川の川沿いには遊歩道が整備され、散歩やジョギングなどに利用されている。
〇地区内に大型商業施設や鉄道の駅がない反面、地区一帯が静かな住環境となっている。また、区内でも比較的に農地が残っており、野菜の無人販売所が点在して
いる。
〇地区東側にあるガスホルダーが地区のランドマークになっている。

交通の便に関する事項（鉄道・道路）

〇最寄駅は住所地により京王線千歳烏山、仙川、芦花公園、八幡山、小田急線成城学園前に分かれる。
〇公共交通手段は、千歳烏山⇔千歳船橋、千歳烏山⇔成城学園前、成城学園前⇔狛江（仙川）間などのバス路線となる。
〇令和５年４月、補助５４号線（都道）が榎交差点から祖師谷公園まで整備された。

産業に関する事項（買物・商店街などを含む）

〇日常的な買い物の場所も、地区外となる千歳烏山、芦花公園、八幡山、仙川、成城学園前の各駅周辺を利用する方が多い。

防災　→　各地区の地区防災計画を参照

住
ま
い
・
環
境
・
防
災

主な公園・緑道・広場
都立祖師谷公園、都立蘆花恒春園、その他規模の小さな公園（区立公園・広場）が17個所。

土地利用、地理的特徴（住宅の特徴を含む）
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地区ビジョン

課題、取組みの方向性

音楽と花と文学と笑顔があふれるまち
～誘いあい、知りあい、支えあい　地域の絆～

地
区
課
題
解
決
の
取
組
み

1.ICT利用の支援
スマートフォンは、情報の取得や各種手続き、コミュニケーションなど、生活を便利にするアイテムだが、まだまだ操作に不慣れな住民も多い。四者がそれぞれの
特徴を生かし役割を分担して、スマートフォン操作に不安のある方を対象に、操作に慣れるための機会の提供等に継続して取り組んでいく。

参加と協働の地域づくりの取組み内容

まちづくりの推進
もともと祭りや地域イベントが盛んで、上祖師谷地区では、イベントの開催や団体活動を通じたコミュニティづくりをまちづくりの目標に掲げている。四者並びに
地域団体と協力して交流の機会や場を多数設けることでまちづくりの推進を図る。

2.防災
震災への備えには日頃の各家庭での取組みが重要であることから、四者では、様々な機会を利用して、日頃、接している住民や関係機関に対して、震災時の行動や
日頃の備えなど在宅避難の推奨に努める。
また、震災時の避難所は、運営ボランティアが中心となって開設・運営が出来るようなることを目標に、日頃から運営方法や訓練内容の見直しを行い、避難所訓練
を定期的に行っていく。

3.安全・安心な街づくり
未整備区間の補助第54号線工事（祖師谷公園以西）に際しては、通行する車両だけでなく、住民にとって安全で生活しやすい道路が求められている。
四者では、業務上、地区住民と接する機会が多くあるので、日頃の業務を通じてまちの声を聞き取り区の関係所管に届けていくことで、地区住民にとってよりよい
道路の完成に務める。
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